口蹄疫について
　皆さまもニュースなどで「口蹄疫」という言葉を聞き、中には宮崎県でイベントの中止など我々の分野にも影響が及んできていることをご存知の方もあるでしょう。この「口蹄疫」に対する正しい理解の一助とするため、専門家とのディスカッションも経てガイダンスを纏めましたので参考にして下さい。なお、本文書の文責は「宮崎県口蹄疫被害支援・ＪＡＰＯＳ有志の会」にあります。
「口蹄疫」とは
偶蹄類の家畜（牛、豚、山羊、緬羊、水牛など）や野生動物（ラクダやシカなど）がかかる病気で、家畜にとって最も悪性の伝染病です。人には感染する事がないので一般にはあまり知られていませんが、例えば獣医伝染病学では最初に教える伝染病です。致死率は低いですが伝染性が強く、家畜の 生産性を著しく低下させるために畜産農家にとっては致命的な疾患となっています。
農林水産省のwebsiteにQ&Aの形でよく纏められています。

http://www.maff.go.jp/j/syouan/douei/katiku_yobo/k_fmd/syh_siritai.html
また、このウイルスの毒性・伝染性については、詳しくは以下に論文が掲載されています。

　http://niah.naro.affrc.go.jp/disease/FMD/sousetsu1997.html
この文書は皆さんが来館者への説明や質問への回答などで口蹄疫について触れる際に参考になるよう纏められています。但し、多くの紙面を割くことはできませんので、上記Q&Aには目をお通しください(ネット環境の関係などでご覧になれない方には別途プリントアウトしてお送りしますのでご一報下さい)。
※ご参考までに、農林水産省のサイトの一般向けQ&A項目のみを列記します。

1. 口蹄疫とはどのような病気ですか？ 
2. 牛肉や豚肉を食べたり、牛乳を飲んだりして口蹄疫にかかることはありますか？ 

3. 口蹄疫にかかった牛や豚の肉を食べても人に感染しないのであれば、殺さずに食肉として流通させればよいのではないでしょうか？  

4. 口蹄疫は、鳥インフルエンザやBSEとどうちがうのですか？ 

5. 口蹄疫が広がらないようにするためどのような取組をしているのですか？ 

6. 移動制限区域内にある食肉センターで処理された食肉が流通するそうですが、いいのですか？  

7. 殺処分した家畜は、埋却するしか処理方法がないのですか？  

8. ワクチンを打つメリットとデメリットを教えてください。  

9. 発生のない地域でも予防的にワクチンを打つ方がよいのではないですか？  
10. なぜワクチンを打った家畜を殺さなければならないのですか？  

11. 口蹄疫に関する情報の中には、「OIE」や「FAO」という国際機関の名前が出てくることがありますが、どのような機関ですか？ 

12. 「FAOが日本へ、口蹄疫のワクチンを接種した動物の食肉利用を勧告した」との報道がありましたが、事実はどうなのでしょうか？ 
13. OIEは日本の口蹄疫について何か発言していますか？  

14. 口蹄疫の発生地域（国内）へ旅行をする際には、どんなことに注意すれば良いですか？
15. 口蹄疫が発生している国（海外）へ旅行をする際には、どんなことに注意すれば良いですか？
口蹄疫ウイルスの強さ(毒性・伝染力)について

　最初に述べたように、口蹄疫は人には感染しません。また、家畜たちにとってすら、致死率は低いウイルス(子牛や子豚では死亡することもありますが、成長した家畜では死亡率が数％程度)です。しかし、感染経路として、感染した家畜・ウイルスに汚染されたふん便等との接触や、器具・車両・人などによるウイルスの伝搬、さらに空気感染などがあげられ、動物間の伝播力もきわめて強いために広がりやすく、国際的に悪性家畜伝染病に指定され、日本でも法律で規定しています。
何故、大規模な対策をとらねばならないか
　この疾患は家畜の生産性（産肉量、泌乳量、繁殖力など）を低下させ、牛、豚のような経済動物に大きな損害を招きます。この病気が蔓延すると、人の食料としての動物性タンパク源の十分な確保ができなくなります。感染動物は死なずにキャリアとなってウイルスをばらまいてしまいます。たとえワクチンを接種しても、発症しないというだけでウイルスに感染しないというわけではないので、キャリアとなる危険性は消えません。そこで、感染源となるウイルス保有動物の徹底した淘汰が必要になるのです。具体的には、日本では口蹄疫が発生した農場の家畜は殺処分して埋めるとともに、発生した農場周辺の牛や豚の移動を制限しています。
我われ一般人が気をつけるべきことは何でしょうか

　一般の人にとって注意して欲しいのは，このウイルスが人や車を介して伝搬していくということです。流行地域に出入りする人・車は現在行われているように消毒の徹底が必要です(衣服・履き物に付着したウイルスは、消毒しないと夏で9週間、冬で14週間生存するとされています)。あわせて、この病気が常在している外国に出かけて帰国する場合は、ウイルスを持ちもむ可能性があることを認識すべきです。これらの国で家畜の飼育環境に接触する可能性のある人たちと接触することには、十分な注意が必要です。

汚染地区、汚染国に立ち入った場合は自分にウイルスが付着した可能性があるということを認識して、上記消毒の徹底をし当分の間は行動（家畜の飼育環境に立ち入ることや多数の人が集まる場所へ出かけるなど）を控えることでこの病気の伝搬者となることを防ぐことができます。一般の人に認識し注意していただきたいのは自分が感染するということでなく自分が運搬者になるということです。
観光農園等では容易に家畜と接することができますが、大丈夫でしょうか
　理論的にはウイルス保有動物と接触していなければ、動物に触れても問題はないのでしょう。しかし、不特定多数の人が触れる機会が多いと、これらの人の中にウイルスに汚染された人が紛れている可能性が完全に否定されないので、大事をとって接触を禁じているところもあります。また、防疫の根拠となる家畜伝染病予防法は家畜を対象にしており、動物園などの動物は法的には家畜に含まれていないものもあって行政としては積極的に動けないこともあるのでしょう。これらの動物については所有者・管理者が（家畜保健衛生所などからの指導はあるでしょうが）自主的に対処することが必要となります。
